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A newly developed leg exercise apparatus (LEX)














論 文 概 要 
 
論文題目: 
A newly developed leg exercise apparatus (LEX) improves 










































研究 1：既存の理学的予防法である IPC の持続装着と LEX を使用した短時間の
下肢自動運動との比較、研究 2：LEX の運動法の違いによる比較、を実施し下
肢静脈改善効果を検討することである。 
   
対象と方法 
【研究 1】IPC の持続装着と LEXを使用した短時間の下肢自動運動との比較 












最大血流速度、平均血流速度を測定した。また IPC は SCD EXPRESS™ 
Compression System（Coviden, Dublin, Ireland）を 10分間持続装着し、装着開始
後 1分、3分、5 分、10分時に同様に超音波測定を行った。 
 同じ測定を二群とも GCS 装着時と非装着時の双方で行い、対象者は各 4条件、
LEX ± GCS、IPC ± GCS 下の測定をした。測定は二名ずつのペアで行い、各測定
の間は 60分程度の休息をし、大腿静脈血流が安静レベルまで戻ったことを確認
して、次の測定へと進めた。 
 すべてのデータは、安静時データを 1 とした安静時比で示し、統計学的評価
には、二元配置反復測定分散分析を用い、事後検定として Bonferroni 法による多




健康男性 5 名・女性 3 名（平均 21.6 歳）を対象とし、LEXによる 1 分間運
動を速い底背屈運動（60 回/分）、遅い底背屈運動（30 回/分）、下肢複合運動





LEX運動終了 1分後の血流量は、GCS 非装着時に安静時比で 2.63倍、GCS 装
着時に 2.00倍と増加した。10分後は GCS 非装着時に 1.71倍、GCS 装着時に 1.50
倍であり、10 分間安静時より上昇を続けた。一方、IPC は持続装着中も安静時
から変化がみられなかった。 
平均血流速度に関しては、LEX運動終了 1分後には GCS 非装着時に 2.34倍と
上昇し、IPC 装着開始 1分後には、0.90 と減少し、有意差を認めた（p=0.009）。
また、IPC 装着開始 1 分後については、GCS 非装着時には 0.90 と減少したが、 





LEX 運動後 30 分での血流量は速い底背屈運動で 1.63 倍、遅い底背屈運動で
1.39 倍、複合運動で 1.53 倍と、いずれも 30 分間の増加を認めた。また、平均


















した。LEX を使用した 1 分間の下肢自動運動後の大腿静脈を超音波で評価した
ところ、血流量と平均速度において 10 分間の改善を示し、IPC10 分間の持続装
着を上回る結果であった。また、LEX の運動法による比較では、同速度の足関
節底背屈運動より下肢複合運動の方が血流量、平均血流速度の増加率が上回っ
ていた。 
LEX の特色である下肢複合運動による下肢静脈血流改善効果が示され、LEX
の血栓予防機器としての可能性が示唆された。 
  
